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研究紹介︓タンパク質の新たな構造解析法とし
て、⾼分解能質量分析計による完全⻑タンパク
質の精密質量分析と、分析計内におけるタンパ
ク質のフラグメント化による構造解析を組み合
わせた、トップダウン質量分析法が現在注⽬さ
れている。本研究では、ポリアクリルアミドゲ
ル電気泳動後にゲル内タンパク質をインタクト
な状態で⾼効率かつ迅速に回収する独⾃の回収
法と、トップダウン質量分析法を組み合わせ、
⽣体試料から抽出したクルードなタンパク質試
料を解析対象とするゲルベースのトップダウン
プロテオミクス解析システムを新たに開発し、
分⼦夾雑環境におけるタンパク質分⼦の⼤規模
かつハイスループットな構造解析に挑戦する。 
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